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１
　
学習指導要領における国語の領域「読むこと」の中には、読解と朗読という異なる側面が含まれている。読解は文章の組み立てや主題を
理解する分析的側面であり、朗読は発声や演技などパフォーマンス的側面である。これらが相補的な関係にあることは示唆されるが、あくまで読 がより重要な能力だと位置づけられている。その態度の根底には読解という個人作業を重んじる近代的発想があるようだ。　
平成二三年度から実施される学習指導要領は、 「生きる力」を育む理念の下に、知識や技能の習得に加え、思考力・判断力・表現力の育
成を重視する。
（１）
その背景には、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のＰＩＳＡ調査結果により、日本の児童生徒に思考力を問う読解・記述
問題で課題が見出された現状がある。
（２）
そのため学習指導要領で「読むこと」は、思考力を伴った読解力を育成することに重点が置かれ
ている。　
中学校学習指導要領「第２章
　
各教科」 「第１節
　
国語」を見ると、 「第２
　
各学年の目標及び内容」の「第１学年
　
１
　
目標」で、改訂
以前は「 （１）自分の考えを大切にし、目 や場面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を高めるとともに、話し言葉を大切にしようとする態度を育て 」とされていたのに対し、改訂後は「 （１）目的や場面に応じ、日常生活にかかわることなどについて構成を工夫して話す能力、話し手の意図を考えながら聞く能力 話題 方向をとらえて話し合う能力を身に付けさせるとともに、話したり聞いたりして考えをまとめようとする態度を育てる。 」と ている。　
改訂後の学習指導要領では、日常生活との関わりや他者への意識など外界との接点を前提としながら、構成を工夫する表現力、および相
手の意図を理解 る判断力の育成が指針とされるのである。また学年が進む 外界の範囲は社会生活 広げられ、その中で相手を尊重す
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ると共に、課題解決を図る力を生徒に求める。
（３）
つまり国語における「生きる力」とは、社会に対する興味を深めながら対人関係を広げ、
それら外界 働きかける実践を伴う言語能力ということになる。改訂以前は「自分の考え」など、個人の内面の充実が重んじられていたが、改訂後は、さら 他者や社会 理解しながらその内面を表現でき 力が求められるのである。　
これをふまえ改訂後で「第一学年
　
２
　
内容」の「Ｃ
　
読むこと」は、 「ウ
　
場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み、内容の
理解に役立てること。 」 「エ
　
文章の構成や展開、表現の特徴について、自分の考えをもつこと。 」の項目が改訂されている。小説などでは
感情移入するよりも、具体的な場面 人物描写などに注意する客観的な態度が必要とされ、文章に対しては主体的な判断力を求められる。次に「第二学年」では、 「エ
　
文章に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えをもつこと。 」と、自分
の内面と外界を結びつけることが求められ、 さらに、 「ウ
　
文章の構成や展開、 表現の仕方について、 根拠を明確にして考えをまとめること。 」
と、理由を示しながら文章を分析できる、合理的な判断力が要求される。　
また改訂以前は、第二学年と第三学年の目標が一つの項目にまとめられていたが、 「子どもたちの発達の段階を踏まえた学習の系統性を
重視し、学校段階・学年段階ごとに、具体的に身に付けるべき能 の育成を目指し、重点 指導 行われるようにする。 」 （ 「中央教育審議会答申」
（４）
） という方針から、 改訂後は段階的発展を目指すため、 第三学年が別項目として立てられている。 「イ
　
文章の論理の展開の仕方、
場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に役立てること。 」 「ウ
　
文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について
評価すること。 」 「エ
　
文章を読んで人間、社会、自然などについて考え、自分の意見をもつこと。 」などの目標が示され、文章を分析、評価、
批評するような高度な判断力を備えると共に、人間や社会について独自の意見を示す思考力を身 つけ ことが要求される。　「読むこと」の分野でもまた、 「生きる力」の育成を目指し、外界と関わる判断力や思考力を段階的に発達させることを目標とするのである。そのため改訂された学習指導要領では、正しい判断 基づく読 力が、 「読むこと の主たる要素となっている。
２
　
一方朗読は、改訂後の学習指導要領で、 「読むこと」の領域の基礎的な活動として位置づけられている。第一学年「Ｃ
　
読むこと」で、
読むことの能力を育成するため指導に用いる言語活動として、 「ア
　
様々な種類の文章を音読したり朗読したりすること。 」が、 「イ
　
文章
と図表など 関連 考えながら、説明や記録の文章を読むこと。 」 「ウ
　
課題に沿って本を読み、必要に応じて引用して紹介すること。 」
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と共に上げられている。ただし第二学年以降で、 「読むこと」の言語活動として、感想の交流、情報の活用などが示されるが、朗読は取り上げられていない。朗読、特に音読と呼ばれる活動よりも、発展的な活動を「読むこと」の中で行おうとするからだ。　『中学校国語学習指導要領解説』は「第１章総説
　
１改訂の経緯」で、児童生徒の課題を七点あげ、その改善策として次のように述べて
いる。③は「基礎的・基本的な知識・技能の習得」 、④は「思考力・判断力・表現力等の育成」の課題である。
　
③については、読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能は、例えば、小学校低・中学年では体験的な理解や繰り返し学
習を重視するなど、発達の段階に応じて徹底して習得させ、学習の基盤を構築していくことが大切との提言がなされた。この基盤の上に、④の思考力・判断力・表現力等をはぐくむために、観察・実験、レポートの作成、論述など知識・技能の活用を図る学習活動を発達の段階に応じて充実させるとともに、これらの学習活動の基盤となる言語に関する能力の育成のために、小学校低・中学年の国語科において音読・暗唱、漢字の読み書きなど基本的な力を定着させた上で 各教科等において、記録、要約、説明、論述といった学習活動に取り組む必要があると指摘した。
　
音読・暗唱は、思考力・判断力の基盤となる能力であり、小学校低・中学年のうちに国語科で定着させるべきものだというのである。改
訂後の小学校学習指導要領「国語」は、音読や朗読について各学年ごとに次のような指導事項を示している。第１学年及び第２ 年　
ア
　
語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。
第３学年及び第４学年　
ア
　
内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。
第５学年及び第６学年　
ア
　
自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をすること。
（５）
　
第一・二学年では、言葉の句切りや発音に注目するなど形に注目するが、第三・四学年では、内容理解と関連させ、第五・六学年では、
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自分の考えを表現する主体性を求めている。 『中学校指導要領解説
　
国語編』 「第３章
　
各学年の目標と解説」では、 「このように、小学校
では「読むこと」において音読や朗読を繰り返し指導している。中学校ではこれを踏まえて、相手に分かるように正確に音読したり、作品の形態や特徴を生かしながら朗読したりすることを通して、文章の理解を一層深める活動を行うことになる。 」としている。中学校で音読や朗読は、単に発声する活動ではなく、文章の理解を深めるための活動とすべきだというのである。　
また「中央教育審議会答申」は、小学校と中学校との学習目標の違いは次のような点にあるとする。
（６）
○
　
小学校までに培われた国語の能力を更に伸ばし、社会生活に必要な国語の能力の基礎を身に付けることができるよう、次のような
改善を図る。（ア） 「話すこと・聞くこと」 、 「書くこと」及び「読むこと」の各領域では、小学校で身に付けた技能に加え、社会生活に必要とされる発表、討論、解説、論述、鑑賞などの言語活動を行う能力を確実に身に付けることができるよう、継続的に指導することとし、小学校で習得した能力の定着を図りながら、中学校段階にふさわしい文章や資料等を取り上げ、自ら課題を設定し、基礎的・基本的な知識・技能を活用 他者と相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能力の育成を重視す 。
　
小学校と中学校との目標の違いは、社会生活へ適応できる力をより高めようとする点にある。社会生活に関わる力、つまりは「生きる力」
の必要性がここでも強調されており、発表や討論などが社会生活で求められる言語活動だとされ このような指針から音読や朗読は、語句 まとまりや発音を学ぶ基礎的な活動に位置づけられ、段階的に伝達力や理解力を反映すべきもの 見なされる である。
（７）
　
読解と朗読の関係という本論の趣旨から見れば 朗読は読解の基盤であると共に、やがて社会生活へ適応する読解へと発展すべきものだ
ということになる。
（８）
それでは、朗読はどのように読解へと発展的に結びつくのであろうか。
３
　
国語教育の分野では、音読と朗読は区別されてきた。音読は黙読に対する概念で、声に出しながら文字を追っていく、読解の補助的な活
動である。一方朗読は、読解による理解をふまえて、音声により表現する活動である。
（９）
読解との関連で言えば、音読は読解以前、朗読
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は読解以後の活動ということになる。音読が読解の補助となる事実は、黙読に慣れた成人でも、理解の難しい文章に対しては音読しようとする例などに認められる。この事情については、次のように考えられている。
　
文字は、紙上に記された記号であるが、それに音を与えることで、読み手の頭の中に〝言語化〟
　
されるわけである。読みの熟練者
であっても、文字を読む時には、頭の中に、音声にならない音が連続して、意味を形成しているのである。
（
10）
　
つまり黙読しているときでも、人は言葉を音声としてとらえながら読み進めているというのである。ただし黙読で常にそれぞれの語句を
丁寧に音声化しているわけではない。黙読に慣 速読する場合 は、語句を一定 まとまりとし とらえている。 「それ（黙読のこと＊引用者註）は一字一字追っていくのではなく、数文字を同時に視野の中に入れてことばとしての意味をとらえ、さらに次の文字群に移っていく。 」
（
11）
と考えられる。したがって、未知の情報を含む文章については、時に目で追う作業につまずき、文意が汲み取れないこともある。
そのために、音読することで「はっきり文意をとらえたり、疑問がきちんと整理さ たりする」
（
12）
ことがあり得るというのである。
　
また言語学習の初期段階にある小学校においては、 「一語一語、一文一文をはっきり音読することによって、その読みはもとより、語句
のもつ意味がはっきりし、文全体の理解が容易になる」
（
13）
ことが期待される。未知の語彙や文例が多い小学生にとっては、黙読により複
数の語句を全体として捉えるよりも、一つ一つ音声化して確認する方が有効だというこ である。　
学習指導要領の示す音読と読解の接点もまずはこの点にある。先に引用した小学校学習指導要領「国語」 「第１学年及び第２学年」の、 「ア
　
語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。 」という目標は、音読により言葉の単位を区切りながら理解する力 育成を
目指すものである。また「第３学年及び第４学年」の「ア
　
内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。 」は、文章や段落
の区切りを意識することにより、文章の理解度を高めることを目指す目標である。
（
14）
　
ただし、先にも取り上げたように学習指導要領で、音読に基づく文章理解は基礎的な技能と位置づけられる。文章の構成や展開、表現の
特徴などを分析的に考察 のは、黙読 方が適していると見なすからである。 「 「読む」という仕事は、読み手（児童）の 人一人が個人的に行う精神活動であり、他から指示されて読んだり 他人の読んでいるのを耳で聞くと うようなことは本質的な「読み」ではない」いう考え方から黙読によ 主体的な活動を促そうとする意図、また、 「音読の場合は、音声そのものに意識がとらわれるため 、じっくりと考えながら読むのには不適当である。黙読 文章の意味内容を考えて む に適し 」という考 から、黙読 より思考力を伸ば
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す意図などが反映されている。
（
15）
音読よりも黙読の方が個人的かつ主体的な活動と位置づけられるのである。
（
16）
　
一方朗読は、文章に対する理解を表現するものであるため、読解がすでになされていることが前提となる。例えば朗読を実践する立場に
よる、次のよう 見解がある。
　
朗読はあくまで作品第一ですが、そのためには読み手が自分で、徹底的に「解釈」しなければなりません。
　
ここでいう「解釈」とは、作品を勝手にねじまげることではなくて 反対に、作品と文章の細かい部分 で、自分なりにきちんとつ
かまえておくことをあらわします。そうでないと、ただ文字の表面をなぞるだけに終わってしまう、ということです。
（
17）
　
小学校指導要領「国語」 「第５学年及び第６学年」の「ア
　
自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をすること。 」という目標は、読
解がなされた後に、自分の解釈や意見を伝えるというものだ。小学校の高学年で、すでに読解の主体性に重点が置かれており、朗読はその表現方法と位置づけられている。　
ここに読解と朗読のもう一つの接点がある。朗読は、読解の主体的な表現ということだ。ただし、中学校学習指導要領で朗読の指導は、
先にも見たように、第二学年以降は取り扱われていない。口頭表現の育成は、 「話すこと・聞くこと」という別項目の目標となっ いる。
４
　
中学校指導要領で国語の教科目標は「国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力
を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す 態度を育てる。 」と おり、 『中学校学習指導要領解説
　
国語編』
「第２章
　
国語科の目標及び内容」 「第１節
　
国語科の目標」 「１
　
教科の目標」では、次のように解説されている。
　
国語科の最も基本的な目標である国語による表現力と理解力とを育成するとともに、人間と人間との関係 中で、互いの立場や考え
を尊重しながら言葉で「伝え合う力」を高めることを位置付けている。また、論理的な思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにするとともに、伝統的な言語文化に触れたり、国語の特質を理解したりしながら、国語に対する認識を深めたり国語を尊重したりする態度の
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育成を位置付けている。
　
ここでは、基本的な表現力や理解力を人との関係の中で活かす、 「伝え合う力」が国語科の主眼とされている。改訂前の学習指導要領と
文言は変わっていないが、 「生きる力」の文脈の中で「伝え合う力」に、社会という外界と関わる態度が改めて含意されていると見るべきだろう。 『中学校学習指導要領解説
　
国語編』は「第４章
　
指導計画の作成と内容の取扱い」 「１
　
指導計画作成上の配慮事項」 「 （６）道徳
との関連」で、 「国語による表現力と理解力とを育成するとともに、人間と人間との関係の中で、互いの立場や考えを尊重しながら言葉で伝え合う力を高めることは、学校の教育活動全体で道徳教育を進めていく上で、基盤 なるも である。また、思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにすること 、道徳的心情や道徳的判断 を養う基本になる。 」としている。　「伝え合う力」は、第一学年から段階を追って発展することを目指し、最終的にはスピーチやプレゼンテーション、およびディベートや討論などの形で発揮することが期待される。実際に、改訂後の学習指導要領をふまえた教科書では 小説や評論などの文章に加えて、プレゼンテーションやディベートの方法が紹介されている。また、プレゼンテーションを行う めに インターネットや情報機器を活用する方法も国語の活動に含まれる。かつての文学 評論、古典というジャンルにとどまらず、言語活動はより広い範囲でとらえられるのである。中でも、他者を意識した「伝え合う力」は、社会と関わる「生きる力」を目指す改訂後の学習指導要領の核に位置づけられる。　この「伝え合う力」と比すれば朗読は、音声を用いた表現方法として限定的な活動ということになるのだろう。解釈により声調を変化さ
せる余地はある のの、基本的に朗読はテキスト 章をなぞ ものであ 。 「伝え合 力」が目指す表現 異なり、自己の解釈 考えを自身の言葉に置き換えるものではない。そ 意味で朗読は、 情報を受容す 読むこ 領域 置かれ、 口頭によ 表現力 育成は「話すこと・聞くこと」の領域に委ねられることになる。
（
18）
　
ただし対面コミュニケーションという観点から、学習指導要領の求める「伝え合う力」とは質の異なる、朗読の「伝える力」のあること
が指摘されている。 「伝え合う力」が求めるのは、他者の立場 尊重と論理性であ 。筋道の通った話 すれば、互いの理解が深まるという信念に基づくものだ 朗読には、この論理性と異なる共感が存在する いうのである。
　
朗読には聞き手がいる。それは、聞き手といっしょに朗読はつくられる、ということでもあります。読むものにとってはたいへん幸
せであると同時に、かなり怖いことでもありますね。
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たとえば私のリサイタルには、朗読そのものが好き、という方もたくさんいらっしゃいます。そのうえで、毎回ごらんになる耳の肥
えたお客さまもいる。　
そういう方たちが多い舞台では、朗読のいわば勘どころ、作品の大切な部分にくると、すーっと息が静まるのがわかります。それを
私も感じとって、呼吸の深みにさらに言葉を手渡していきます。　
音を吸いとるよ に、読み手と聞き手の呼吸が一致し、作品がその場でつくりあげられる、幸せな瞬間です。
（
19）
　
朗読の実践をふまえた見解である。朗読では読み手と聞き手の間で、文章をひとつのまとまった作品として成立させる共同作業が行われ
るという。両者の間に作品に対する共通理解があり、その理解が同調して態度に表れる。明確に言語化されないものの、発信者と受信者の間に、場を共有する感覚が成立するのである。 「伝え合う力」で重んじられる論理性とは異なり、不合理で情緒的な感覚とも思われるが、読み手と聞き手が相互に態度や文脈を読み取り合うことにより、共感を成立させ のである。　
学習指導要領も、 言語外のメッセージの読み取りを重んじないわけではない。中学校国語 「第３学年」 「Ａ
　
話すこと・聞くこと」 では、 「イ
　
場の状況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語を適切に使うこと。 」という目標があげられる。 『中学校国語学習指導要領解説
　
国語
編』は、 「 「場の状況や相手の様子に応じて話す」とは、相手意識、場面意識を明確にもって話すこ を意味する。聞き手の人数や立場、年齢構成、会場の広さ等を踏まえた上で話の内容を構成し、話し方を工夫することが大切である。その際、聞き手のうなずきや表情にも注意し、聞き手に自分 意図が十分伝わっていないと感 られた時に 分かりやすい語句に言い換えたり補足したりすることも大切になる。 」とする。人を前 話す場面では、相手の表情や態度などに配慮 ながら 対話的に関わることが必要だというのだ。言語による働 かけを重んじながら、同時 言語化されない意図を読み取り伝えることを目指すのである。このよ な「話すこと・聞くこと」が目指す言語以前の共感は、 「読むこと」の活動、朗読 中に、対面コミュニケーションの原型として含まれている。
５
　
朗読の共感は、音声を介した場の共有体験としての、身体 感覚から派生するものだとされる。
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言葉は、現代の私たちが思っている以上に、はるかに大きく「音」の側面に依存しています。言い換えれば、言葉の持つ肉体性、身
体性ということでしょう。　
赤ちゃんを見ればわかるように、人間は、おかあさんが話しかける「音」としての言葉からスタートし、それが体に蓄積されて、し
だいに「日本語」という大きな言語のかたちを身につけていくわけです。　
こうした点がないがしろにされ、いつのまにか言葉、そして言葉の教育は、意味が最優先になって ま した。国語の授業や受験
でもわかるように、 「単語の意味、全体のテーマをつかみなさい」などという、内容の把握だけが一大事になってしまいます。　
しかし本来、言葉は音の上に意味がのせられて、お互いの体のあいだで響きあい、伝達されていくものではないでしょうか。
　
まずは音、声、そ て日常会話、音読……、その延長線上に、朗読が存在します。人間の体に基礎をおく、こうした一連の発声のな
かに、朗読は位置づけられるのです。
（
20）
　
ここでは、意味のみを追う国語教育に対し、音声を重んじ体の感覚にしたがう言語教育の可能性が示されている。音声や体感に基づく言
語感覚は、日常の会話など生活に基礎づけられた根源的な活動だという。 「生きる力」が、現実の生活世界と国語教育との接続を目指し、音読を基盤と位置づけるの らば、この音声に基づく生活上の言語体験もまた重んじられるべきだろう。また、自己の思想 いう内界と、他者と社会という外界とをつなぐのが「生きる力」ならば、これを身体感覚によってつなげる言語の働きを看過することはできな 。　
このような話し言葉による共感または場を共有する共感は、身体論の分野と関連づけながら考察されてきた。竹内敏晴『話すという
こドラマ
と』 （国土社、一九八一・四）は、人間 「からだとしてこの世界に棲んでいる」存在だと位置づけ、 「精神だけの私というものはありま
せんし、もちろん肉体だけの私というものもない。精神と肉体の統合したと言いますか、そういうからだとしてこの世界に棲み込み、そして相手のからだに向かい合って る」とする。
（
21）
そして、話し言葉と書き言葉の違いについて、次のように述べる。
　
第一は、話しことばは相手に向かってしゃべるわけですから 相手がうまく理解できていないなと思えば繰り返す ある は補足説
明をする、ところが文章は、基本的には繰り返しがない。空間にことばが定着させられるために、受け取り手 方がそれを何べんでも繰り返して読むことができる。話しことばの一回性、不可逆性が消えて、無限の可逆性がそこに成り立つ。　
話しことばを、空間の中に閉じこめて、時間がいくらでも重層できる構造にしたのが文章、あるい 文字による言語である、という
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ふうに言うことができるかもしれません。　
つまり、ことばは時間を超える普遍性を持つことができた。また、いわばこの具体的なからだが属している場──空間──をも超え
た。これは第一次言語から第二次言語へと呼ぶことができる変化であろうと思いますが、私が考えるのは、言語そのものよりもそれを発しているからだが、どのような変化を起こしているのかということ す。
　
話し言葉と書き言葉の間には、対話の場に限定される具体性と、場を超えた抽象性という違いがある。話し言葉は聞き手の反応によって、
言い換えたり補ったりする、場に即した対応ができる。目の前の聞き手と直接に応対する、肉体と精神の統合された「からだ」としての私による共感が成立するのであ 。一方書き言葉は、場に限定されない代わりに、肉体としての私が捨象されるため、言葉の質は変化する。また、書き言葉を中心とし 言葉のやりとりが主となっていけば、 「からだ」もまた抽象的な普遍性に対応し変化せざるを得ない。　
ネットワークがつなぐグローバル化社会では、この抽象的普遍性は、活字としての書き言葉による社会の変化よりも一層進み、第三次言
語の登場とでも呼ぶべき状況を示 ている。 「伝え合う力」では、この変化に対応し得る言語能力を論理性だと位置づけ 。直接対面しない情報 世界では 伝えようとする趣旨とは異なる余計な情報のノイズが混じると、誤解が生 れやすい。また多様な文化の交流の場では、社会的な文脈がつかみにくい。そのような状況では、単純化し図式化 きるような論理性が重んじら るのは当然のこ だろう。　
とはいえ直接対面する際に、論理性だけでは主張が受け入れられない場合もある。本題に入る前に、聞 手が関心を持ち、言葉を受け入
れるための構えをつくる必要があるだろ 。声調や繰り返しに加え、服装や立ち振 舞い、舞台照明などの演出もまた、話し言葉においてはメッセージ 一部となる。それら言語外の活動は、メッセージ伝達のための演出という りも、そ 場で消えゆく話し言葉を印象 残すための工夫であり技能である。書き言葉とは異なる、話 場と時間に限定される話し言葉特有の配慮なのである。　
朗読においては、読み手のメッセージが前景化されないために、かえって、このような言語化されない伝達行為の働きが大きくなる。そ
の他者との共感は、読解という個人作業を中核と位置づけ ならば、 「読むこと」の領域の中で例外的な働きと見えるかもしれない。 だし文章を読む場合であっても、作者という文章に埋め込まれた相手への配慮が無くては読解 成立することはない。作者者の意図を慮り、文章が書かれた文化的、社会的、歴史的文脈を知ろうとしなくては、文章を正しく読み取ることはでき いだろう 直接対面しなく も、相手に向き合い、メッセージを汲み取ろうとする点では「読むこと」も 「話すこ ・聞くこと」と共通する交流活動 のであ 。　
また「読むこと」の中で 書は「多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること」 （中学校第二学
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年指導内容）というように、主に個人による情報収集の活動と位置づけられている。 「生きる力」に基づく主体的な読解を行い、 「伝え合う力」の論理的な伝達行為へとつなげるためであ 。この点においても、朗読のような集団の享受形態は、読解と交わることがないように思える。だが読書は、個人的な動機からのみ始まるものではない。当人の生まれ育った文化的環境が読書習慣を方向づけるのである。生活や社会と結びついた読書を推進するのならば、むしろ、読書行為は社会的文脈を共有する必要がある。この意味でも「読むこと」において、朗読のような共感を促す活動は積極的に行われて良い。朗 言語外の共感は、その集団 文化的文脈に支えられる のである。　
このように「読むこと」おいて、共同性と主体性は不可分のものである。基礎と発展の関係と言うよりも、共に言語の活動形態にしたが
い形を変えて現れるものである。したがって、いずれかに特化して学ぼうとするよりも 相互の連関を意識しながら言語活動 参加す ことが望ましい。そ 意味で教室の集団 、共同性と主体性を共に発揮するにふさわしい場であろう。また、情報センターであり、 み聞かせや朗読会などの催しを行い、読書活動 図書館は 「読むこと」の総合的 を支えるにふさわしい場でもある。主体性とともに共同性を重んじるならば、 「読むこと」の活動の交流が行われ共有される場を設け ことについても検討され ければならない。註（１）
　
小学校が平成二三年度、中学校が平成二四年度、高等学校が平成二五年度（ただし、数学および理科は平成二四年度）から実施する。
（２）
　『中学校国語学習指導要領解説
　
国語編』 （文部科学省、東洋館出版、二〇〇八・一〇
　
文部科学省ホームページで公開） 、および長沼光彦「読
むことの環境─国語教育と図書館の接続」 （ 『京都ノートルダム女子大学研究紀要』第四一号、二〇一一年三月）参照。
（３）
　「第２学年
　
１
　
目標」では、 「 （１）目的や場面に応じ、社会生活にかかわることなどについて立場や考えの違いを踏まえて話す能力、考えを
比べながら聞く能力、相手の立場を尊重して話し合う能力を身に付けさせるとともに、話し り聞いたりして考えを広げようとする態度を育てる。 」とされている。
（４）
　『中学校国語学習指導要領解説
　
国語編』 、および教育課程部会国語専門部会（第一〇回）配付資料三「国語科の現状と課題、改善の方向性（検
討素案） 【反映版】 」 （文部科学省ホームページで公開）参照。
（５）
　『中学校国語学習指導要領解説』 「第３章
　
各学年の目標と解説」より引用。
（６）
　
註 （４） に同じ
（７）
　
中学校学習指導要領で古典に関し は、各学年で朗読により伝統的な音声上のリズム 慣れ親しむこ が目的とされている。
（８）
　『中学校国語学習指導要領解説』 「第１章
　
総説」 「２国語科改訂の趣旨」では、 「言語文化と国語の特質に関する事項」について、 「他の言語と
比べた国語の特質や、社会生活で使用されている敬語の特質など言語の多様な働きについての理解を重視する。なお、音声、文字、語彙、単語、
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文及び文章の構成、言葉遣い、書写などについては、実際の言語活動において有機的にはたらくよう、関連する領域の内容に位置付けるとともに、必要に応じてまとめて取り上げるようにする。 」とする。音声の学習も、実際の言語活動で役に立てるべきだというのだ。ここでも、現実の社会生活と結びつく「生きる力」が求められている。
（９）
　
石田佐久馬編著『小学校
　
音読・朗読・黙読』 （東京書籍、一九七九・四） 「第三章
　
表現としての朗読」 。
（
10）　
浮橋康彦「音読・黙読の問題点 目的」 （ 『国語教育』三六九号 一九八六・一〇） 。
（
11）　
石田佐久馬「音読・黙読はい ・どのように指導すればよいか」 （ 『国語教育』三六九号 一九八六・一〇） 。
（
12）　
註 （
10） に同じ。
（
13）　
註 （９） に同じ。
（
14）　
石田佐久馬「音読・黙読はいつ どのように指導すればよいか」 （前出）は、 「特に情景描写や心情表現の部分を心をこめて音読することによって、描写や表現の美、ことばのひびき合いなどを感得 こと できる。また、息つぎや間 とり方などで、段落や場面構成の理解もでき ようになる。 」とする。
（
15）　
泉節二「音読と黙読のはたらき」 （ 『国語教育』三巻一号、一九六一年一月） 。
（
16）　
歴史的に見 も近代以前 、集団による 享受の時代から、個人 る黙読享受の時代へと移り変わったとされる。外山滋比古『近代読者論』（みすず書房、一九六九・一） 、前田愛『近代読者の成立』 （有精堂、一九七三・一一）参照。このような近代読者に対する歴史認識を、個人の発達段階に置き換える発想が、学習指導要領 底流にあると思われる。
（
17）　
幸田弘子『朗読の楽しみ』 （光文社、二〇〇二・七） 「一 巻
　
朗読は演奏です」 。
（
18）　
学習指導要領で、言葉の音声の働き 仕組み ついての学習は、 「話すこと・聞く 」の目標とされている。 『中学校国語学習指導要領解説
　
国語編』では、 「話す速度や音量、言葉 調子や間の取り方 ついては、従前〔言語事項〕として扱ってきたものであるが、今回の改訂では「Ａ
 
話すこと・聞くこと」の指導事項として示した。それは、こ 指導事項は、領域の内容に関連が深く、実際の言語活動において有効に働くように指導 る必要があることを一層明確にするためである。 」 される。
（
19）　
註 （
17） に同じ。
（
20）　
註 （
17） に同じ。
（
21）　
同書「ことばとからだ」参照。
＊本論は、日本学術振興会科学研究費補助金（基盤Ｃ「読書支援における図書館の役割に関する基盤的研究〜国語科教育との連携を中心に」 ）による
研究成果の一部である。
